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：緊急復旧箇所

右岸 左岸 右岸 左岸 右岸 左岸 右岸 左岸

1 土堤or特殊堤(勾配）
特殊堤(1:2）
土堤＋パラペット堤

土堤（１：2）
特殊堤(1:0.25～0.4）
自立式構造

（藤塚地区）
土堤(1:2)

特殊堤(1:0.8）
一体型構造

土堤（1:2.0）
一般型構造

（釜谷地区）
土堤（1:2.0）
（県道河北桃生線兼用堤）

（月浜地区）
土堤（1:2.0）
（国道398号兼用堤）

2 築堤施工年
当初：不明
改築：S32～49
堤防強化(腹付+嵩上げ)：H17

当初：不明
改築：S32～49
堤防強化（腹付）：H17

当初：S27～35
改築：S53※
　※宮城県沖地震の復旧

［0K～1.0K築堤年］
　当初：S27
　改築：S36～37
［0K下流築堤年］
　H17～H23工事中

築堤年：S30以前 築堤年：S12 築堤年：S30 築堤年：T5

3 パラペット高、厚さ、構造
H=0.8m、T=0.26m
二次製品を鉄筋で結合

-
H=0.9～1.0m、T=0.2～0.5m
現場打ち

-
H=0.6m、T=0.4m
現場打ち

- - -

4 天端被覆状況（舗装or舗装以外） アスファルト舗装 アスファルト舗装 アスファルト舗装 アスファルト舗装 アスファルト舗装 アスファルト舗装 アスファルト舗装 アスファルト舗装

5 裏法面コンクリートブロックor張芝 張芝 張芝 コンクリートブロック積 張芝 張芝 張芝 コンクリート擁壁 張芝

6 堤内地の状況 宅地 宅地、農地 宅地、漁港、工場 松林 宅地 宅地、農地 宅地、農地 宅地、農地

7 天端高、天端幅 H= TP+6.2m　　Ｂ＝7.0m
H= TP+4.8～6.2m
Ｂ＝7.0m

H= TP+4.4～5.8m
Ｂ＝ 3.2～6.4m

H= TP+4.4m
Ｂ＝7.0m

H=1.6m　　Ｂ＝5.8m H=2.9 m　　Ｂ＝4.5m H=2.8m　　Ｂ＝10.7m H=4.5m　　Ｂ＝13.8m

8 堤内地盤高 TP.+0.1～2.4m TP+0.2～2.8 TP+2.4～3.4m TP+0.0～1.5 TP1.458 TP2.111m TP+1.55m TP+0.98m

9 比高 H= 2.0～5.7m H= 4.0～5.6m H= 1.4～2.2m H= 2.9～4.4m H=1.6m H=2.9m H=2.8m H=4.5m

10 残存天端幅 ほぼ0ｍ B=7.0ｍ ほぼ0ｍ B=7.0～5.0ｍ ほぼ0ｍ B=　0ｍ B=1.0ｍ

11 パラペット残存状況 ほぼ無し - 全て有り（クラックのみ） - 一部流出 - -

12 被災後堤内地盤高(落堀）
推定TP-2.0～1.2m
最大H=3m　落堀あり

堤防裏小段の一部が洗掘
を受けた程度の被害

推定TP1.8～2.8m
H=0.6～0.7ｍ　落堀あり

推定TP-3.5～0.0m、
最大H=5ｍ　落堀あり

約TP1.458m H≒0ｍ
落堀あり

TP○m H=○ｍ　落堀あり TP○m H=○ｍ　落堀あり

13 川表側（法面等）の状況 比較的健全 比較的健全 比較的健全
昨年度植生した張芝は健全、
今年植生した張芝は流出

一部流出 調査中 広範囲にわたり堤防決壊 広範囲にわたり崩壊、流出

14 川裏側（法面等）の状況 背面盛り土が全て流出
堤防裏小段の一部が堤体
と共に洗掘を受けている

背面盛り土が全て流出 張芝が流出 一部流出 広範囲にわたり堤防決壊 広範囲にわたり崩壊、流出

15 天端の状況 アスファルト舗装が全て流出 アスファルト舗装の一部流出アスファルト舗装が全て流出 アスファルト舗装が全て流出 一部流出 広範囲にわたり堤防決壊 広範囲にわたり崩壊、流出

16 津波高
H=TP+10.85m
（1.4ｋ+185地点）

H=TP+6.15m
（0.4ｋ+80地点）

H=TP+10.9m
（0.0K閖上水門地点）

H=TP+9.8m
（0.0K地点）

TP6.66m TP6.66m

17 津波の進入方向 Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ E E

18 越流水深 H=4.65ｍ（10.85m－6.2m） H=1.10ｍ（6.15m－5.05m） H=6.63ｍ（10.9m－4.27m） H=5.46ｍ（9.8m－4.34m） H=2.94m H=1.7m 調査中 調査中

【河口部堤防被災状況に関する整理】

河口部津波諸元

№ 作業項目 確認内容

被災後状況の整理

北上川

被災前構造の整理

阿武隈川 名取川作業期間 鳴瀬川
調査及び精査中



【阿武隈川】河口部の堤防被災状況

特殊堤パラペットは二次製品を鉄
筋で結合しているだけの状態で
あったため堤内地まで飛散

0

①-1

①-2

①-3

阿
武
隈

川
→

特殊堤パラペットは川表側の前面は
原形を留めていたが、川裏側はえぐ
り取られ原形を留めていない状況

→ 堤外地
（川表）

堤内地 ←
（川裏）

海岸堤防
河川
堤防

流失

海岸堤防被災状況

特殊堤パラペットは川表側の前面は
原形を留めていたが、川裏側はえぐ
り取られ原形を留めていない状況

→ 堤外地
（川表）

堤内地 ←
（川裏）

海岸堤防についても、被災形態
は河川と同様の傾向が見られる

アスファルトの損壊

パラペットの流失

背面盛土の流出

←
阿
武
隈
川

←
阿
武
隈
川

阿武隈川→

B=3.5m

H=約3m

H=0.9m

H=約3m

H=約3m

被災後

②寺島地区

今後調査予定

右岸側標準断面図

左岸側標準断面図

河川堤防と海岸堤防の接合部分が津波によって決壊

被災前 被災後

堤内側

堤内側

①荒浜地区
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名
取

川

3ｋ

2ｋ

1ｋ

0ｋ

②藤塚地区

2011/04/04

海岸堤防被災状況

1:3.0 1:3.0
▽ TP.2.9m

計画高水位＋余裕高 TP.4.4m

右岸0.2k
堤内地盤高2.7m

背後盛土の侵食

昨年植えた芝
は概ね健全

今年植えた芝
は流出

→ 堤内地
（川裏）

堤外地 ←
（川表）

川表側の張芝
は概ね健全

川裏側の
張芝は流出

法尻付近に
落掘が形成

①閖上地区

海岸堤防は川表側の前面は原形を留めていたが、
川裏側はえぐり取られ原形を留めていない状況

特殊堤の背面盛土がえぐり取られ流出

自立式の特殊堤前面とパラペットは健全パラペットは概ね健全

天端コンクリートは背面盛土とともに流出
自立式特殊堤の前面は健全

閖上水門

海岸堤防や防風林による津
波低減効果の可能性有り

堤防表法面

藤塚地区横断イメージ

名取川→

名取川→

名取川→

天端のアスファ
ルト舗装損壊

B=6.0m

B=3.0mB=3.0m

被災後

H=約２m

H=約2m

H=約2m

堤内側から堤外側に津波が
越流したものと推定

アスファルトの剥離
流送した
アスファルト

←名取川
堤内側

【名取川】河口部の堤防被災状況

周辺の電柱等が軒並み倒伏している
中で避難経路を知らせる柱は無事

被災した手摺り柱の倒伏している向
きによって津波の進行経路が推定

津波推定経路

推定高
約13m

③河口左岸地区

津波によって付着
したと思われる漂
流物

①

①
②

②③

③



「津波」による堤防被災（名取川河口右岸・閖上(ゆりあげ)地区特殊堤防）

被災断面（スケッチ・ポンチ絵等）

堤防構造（被災前）

・当該特殊堤はＳ５３年の宮城県沖地震で被災し復旧。上流区間はＳ２９年施工
・堤防は川表は自立式擁壁（パラペット一体）タイプ、天端はＡｓ舗装、川裏はコンク
リートブロック積
・津波により背後の天端Ａｓ・堤体が著しく侵食を受けている。

参考情報

侵食により旧特殊堤が見える
上流側区間は舗装版も健全な状態 パラペットの「通り」も殆どズレが無い

右岸・閖上特殊堤
右岸・閖上特殊堤 右岸・閖上水門下流土堤区間

護岸・連接ブロックのめくれ上がりはあるが、
土堤部での大きな損傷は見あたらない。

殆どの松の木では、ある一定の高さより下
は枝が無い（藤塚堤防より撮影）閖上大橋付近から左岸・藤塚地区の津波を撮影

右岸・閖上特殊堤（閖上水門直上流）

右岸特殊堤上流より河口を望む

パラペットの損傷は見られない

天端は舗装版が剥がされた状態

右岸・閖上特殊堤

水門直上流の特殊堤。背後の浸食が著しい

旧特殊堤

右岸・閖上特殊堤

天端は舗装版が剥がされた程度

右岸・閖上水門上流



「津波」による堤防被災（名取川河口左岸・藤塚(ふじつか)地区堤防）

被災断面（スケッチ・ポンチ絵等）

堤防構造（被災前）

・当該堤防は、藤塚排水機場から海岸公園樋門の区間であり、施工中。
・堤防構造は、土堤構造。被災後も、7～8割程度が残存。
・天端Ａｓ舗装は、未施工。

参考情報

Ｈ２１施工済区間では天端・法面はほ
ぼ完全な状態

施工済区間の川裏側、堤防法面が侵
食されている

背後は湛水
域が広がる

左岸・藤塚堤防（川裏） 左岸・藤塚堤防（川表）

津波

工事中の区間（写真手前）は、津波越流
により築堤盛土が侵食を受けている。

現在工事中区間

施工済区間

堤内側

仙台湾

藤塚堤防（工事区間）

殆どの松の木では、ある一定の高さより下
は枝が無い（藤塚堤防より撮影）閖上大橋付近から左岸・藤塚地区の津波を撮影

津波越流により築堤盛土が侵食を受けている

左岸・藤塚堤防（川裏）

一部、津波による侵食跡が見られる

海岸方向

左岸・藤塚堤防（藤塚排水機場より北側）

津波越流により築堤盛土が侵食を受けている

左岸・藤塚堤防（海岸方向区間） 左岸・藤塚堤防（川裏）



5

【鳴瀬川】河口部の堤防被災状況

①野蒜地区

上流部法面の張芝は健全

高さが違う河川堤防と海岸堤防

海岸河川

流出

一体型構造の特殊堤は部分的に流出

背面盛土と天端アスファルトの流出

特殊堤上流部の天端及び裏法の張芝はともに健全

天端

裏法

②浜市地区

鳴瀬川→

鳴瀬川→

鳴瀬川→

鳴
瀬
川
→

鳴瀬川→

今後調査予定

被災後

堤内側から堤外側に津波が
越流したものと推定

アスファルトの剥離

流送した
アスファルト

←鳴瀬川

堤内側

堤外側（川側）

川側法肩部の越水によるも
のと推定される浸食

野蒜水門の復旧が重要

資料館２Fが避難場所
として機能

標準横断図（左岸側）

標準横断図（右岸側・特殊堤）



「津波」による堤防被災（鳴瀬川右岸・野蒜堤防）

被災断面（スケッチ・ポンチ絵等）

・鳴瀬川河口部・右岸特殊堤Ｌ＝４２０ｍが流失。
・下流側は特殊堤及び海岸堤防の接合部を境に流出している。

参考情報海岸堤防

0.3ｋ付近（決壊箇所）

h=3.5m鳴瀬川
背面堤防盛土流出

ブロック積倒壊・背面堤
防盛土流出

0.2k+50m付近（決壊箇所）

0.2ｋ付近から下流側で堤体が残る部分0.2ｋ+50m付近（決壊箇所）

h=3.5m

特殊堤の流出・堤防決壊

被災　１

被災　２

被災　３

痕跡の参考となる写真を添付ください

野蒜資料館（鳴瀬川右岸0.2k+100付近）



追波湾

北上川

長面浦

富士沼

皿貝川

大沢川

橋浦

釜谷

富士川

新北上大橋

釜谷霊園

尾崎地区

R396

月浜

第1水門

月浜

第２水門

R396

【北上川】河口部の堤防被災状況

①月浜地区

②釜谷地区

土堤の天端兼用道路（アスファルト舗装）及び堤体盛土が流出

県道396号

堤体盛土

被災直後（平成23年3月13日）

復旧状況（平成23年4月11日）

緊急復旧による応急盛土等を実施中
兼用道路は救援、物資輸送として活用

流失

被災直後（平成23年3月13日）

復旧状況（平成23年4月10日）

緊急復旧による応急盛土等を実施中
兼用道路は救援、物資輸送として活用

新北上大橋の親柱が津波によって飛散

←北上川

津波

←北上川

←北上川

北上川→

北上川→

津波によってめくり上がった歩道の床版

被災後

右岸側標準断面

左岸側標準断面



「津波」による堤防被災（北上川右岸・釜谷堤防）

被災断面（スケッチ・ポンチ絵等）

堤防構造（被災前）

・釜谷堤防はS30～H8年施工、津波により堤防約1,100mが流出。
・堤体部分は、ほぼ全段面が流出している。

参考情報

富士橋

北上大橋

富士川北上川

植生工（むしろ張り）

植生工（むしろ張り）

応急盛土（購入土）

植生工（むしろ張り）

植生工（むしろ張り）

植生工（むしろ張り）

植生工（むしろ張り）

応急盛土（購入土）

上流側より撮影

北上大橋

起点

流失

北上大橋

堤防流失　L=1,100m

←北上川

北上大橋

堤体の一部（道路１車線分）が残っている区間

大川小学校での痕跡
北上大橋での痕跡

月浜地区

釜谷地区

家屋

ブロック積

高水護岸

（大型連ブロ）

矢板

堤防流出箇所

法留

高水護岸



「津波」による堤防被災（北上川左岸・月浜堤防）

被災断面（スケッチ・ポンチ絵等）

堤防構造（被災前）

・土堤部はM44～T14年施工、川裏が著しく侵食を受けている（津波越流）。
・河口部特殊堤はＨ１８年３月に施工、川側へ引きづられるように倒壊・崩壊している。

参考情報

土堤部（終点側より2.6k付近・左岸）  特殊堤（終点側より ０k ・河口区間）

月浜第一水門上流区間の堤防

月浜堤防・土堤部

法裏法の堤防侵食（2.4k付近）

月浜堤防・土堤部

月浜第一水門に隣接する堤防の侵
食状況（1.8k付近）

月浜堤防・水門取付部

土堤部水門側

復旧断面

応急盛土（岩ズリ）

応急盛土

特殊堤部

土堤部

遡上津波高「約

T.P.=8.0m」と推定

2.0k（月浜第一水門）

土堤部 特殊堤部

(-0.8k+135.0m～0.6k+112.0m)

7500

(2.2k+50.0m～2.4k+0.0m)

▼３月１１日　津波来襲状況（佐々木茂美氏撮影）

拡大写真

（月浜第一水門）

月浜第一水門

月浜第一水門

月浜第一水門

・堤防を乗り越え津波が来襲 ・津波により家屋が流失 ・水位が上昇し残存家屋が浸水

被
災
後

H23.3.26撮影




